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１．水災害対策プラン策定の背景

▪近年、気候変動等による豪雨により、毎年のように全国各地で自然災害が頻発しており、
相対的に治水安全度が低下している。
▪今後は、実績降雨に基づく計画から気候変動による降雨量増加を考慮した計画へと見直し、
集水域（雨水が河川に流入する地域）から氾濫域（河川等の氾濫により浸水が想定される 地
域）にわたる流域に関わるあらゆる関係者が協働し対策を行う「流域治水」への転換が必要。
▪流域治水は、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減
少させるための対策、 ③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策、をハード対策・ソフト
対策一体で多層的に進める。

1.1 「流域治水」への転換

（出典：「流域治水」の基本的な考え方（国土交通省 水管理・国土保全局）） 2



１．水災害対策プラン策定の背景

①

②③
④ ⑤

⑥⑦

⑨⑩
⑫

⑬
⑭ ⑧

水災害対策プラン策定対象地区 位置図

▪ これまで取り組んできた「豪雨災害対策アクションプラン」の実績を活かしつつ、県内で
特に浸水被害が頻発する14地区を対象に、気候変動に伴う水災害リスクを踏まえ、氾濫による
被害を減少させ、早期に復旧するための具体的な対策を「水災害対策プラン」として取りまと
め、流域治水の取組を実施する。

●静岡県内における水災害対策プランの対象地区

区分 対象地域

東部
①狩野川中流域(柿沢川・韮山川・戸沢川) ②
大場川左岸下流域(函南観音川) ③沼川・高橋
川 ④和田川・小潤井川・伝法沢川 ⑤江尾江川

中部 ⑥石脇川・高草川 ⑦小石川・黒石川 ⑧焼津
市南部(木屋川・栃山川) ⑨坂口谷川

西部
⑩袋井市中部(小笠川・蟹田川・沖之川) ⑪ぼ
う僧川・今ノ浦川 ⑫浜松市南部(馬込川下流)
⑬馬込川上流中流 ⑭安間川上流中流

1.2 水災害対策プランとは

長期の取組
気候変動による将来予測を考慮した降雨量に対して、河川対策や流域対
策のハード対策と、水害リスクの高い地域からの居住誘導などのソフト
対策を組み合わせた効果的な減災対策

短期の取組
（アクションプラン）

長期の取組を見据えたうえで、令和元年東日本台風など、近年浸水被害
が発生した地区等を対象に、床上浸水被害の解消などの目標を設定し、
概ね５〜10年間で実施するハード・ソフト対策

和田川・小潤井川・伝法沢川 江尾江川
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２．水災害対策プラン検討の経緯

水災害対策プランの公表 （予定）

○流域治水協議会の設立
・設立趣旨書（案）、規約（案）について
・アクションプラン、流域治水プロジェクト、水災害対策プランについて
・流域治水対策メニュー（案）

第２回 岳南地域流域治水協議会

第１回 岳南地域流域治水協議会12月27日

2月27日

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

（本日）

第２回 岳南地域流域治水協議会 幹事会1月23日

第３回 岳南地域流域治水協議会 幹事会

3月23日

第１回 岳南地域流域治水協議会 幹事会9月30日

○各関係者が実施する流域治水対策メニュー（案）について
・各関係者が実施する具体的な対策メニューと内容について
・水災害対策プラン（素案）について

○各流域の特徴と水害リスクについて【危機感の共有】
（１）各流域の特徴と近年豪雨による浸水被害について
（２）水災害対策プランの目標設定
（３）対象外力の設定（短期・長期）
（４）河川整備計画の効果について（短期）
（５）将来河川整備計画の効果について（長期）
○流域治水対策のメニューについて【関係者の取組検討】

○水災害対策プラン（案）の提示

○水災害対策プラン（案）の提示
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３．江尾江川水災害対策プラン

3.1 水災害対策プランの構成

5
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１．はじめに
２．流域の概要
３．近年豪雨による浸水被害の分析
４．気候変動による氾濫リスク
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６．水災害対策プランの今後の進め方



▪江尾江川流域は、上流部は大部分が森林や茶畑等の農地で、東名高速道路から市道吉原沼津
線までは市街地、それより南側は水田地帯である。
▪市道吉原沼津線より南側は標高3m以下の低平地が広がっているが、市街地の一部でも標高3
〜4m程度の区域があり、周辺に比べ低いため浸水被害が発生しやすい。また、地盤の低い箇
所で宅地化が進み、被害ポテンシャルが増大している。

３．江尾江川水災害対策プラン

3.2 流域の概要

江尾江川調整池

江尾江川上流調整池

愛鷹調整池

江尾江川流域河川延長
6.0km

（県管理区間:1.9km）

流域面積 3.4km2

河床こう配 1/100～1/1000

【河川概要表】

県管理区間

江尾江川西側排水機場 江尾江川西船津排水機場

江尾公園

標高3～4m程度の区域

昭和51年 令和3年 6

万騎沢調整池

万騎沢鳶穴雨水調整池

万騎沢入雨水調整池



３．江尾江川水災害対策プラン

3.3 近年豪雨による浸水被害の分析

区 分 H15.7 H19.7 H20.7 H26.10 R3.7

浸水
床上 5戸 13戸 0戸 21戸 21戸
床下 33戸 69戸 7戸 31戸 59戸

雨量
1時間最大 72㎜ 49㎜ 72㎜ 60㎜ 46㎜

24時間最大 161㎜ 319㎜ 135㎜ 312㎜ 277㎜
総雨量 ー 339㎜ ー 344㎜ 374㎜

※市道吉原沼津線より南側
区域の床上浸水1戸を含む

主な浸水原因
右岸
下流
地区

・江尾江川や右岸無名河川の流下能力不足による溢水
・窪地地形に起因する氾濫水の集中や排水不良
・右岸無名河川の下流側からの背水による溢水

左岸
上流
地区

・江尾江川や万騎沢、左岸無名河川の流下能力不足に
よる溢水

・窪地地形に起因する氾濫水等の集中や排水不良
・左岸無名河川の下流側からの背水による溢水

左岸無名河川

（普）万騎沢

江尾公園
（一）江尾江川

右岸下流地区

左岸上流地区
凡例

■：床上浸水（21棟）
■：床下浸水（59棟）
■：浸水エリア

右岸下流地区

7

▪江尾江川周辺では、過去40ヶ年程度で、浸水被害が10回以上発生しており、近年で大きな被
害を発生させた洪水は、以下のとおり。また、特に江尾江川の左岸上流地区と右岸下流地区で
多くの浸水被害が発生している。
▪令和3年7月豪雨における浸水被害の原因は、江尾江川や周辺の普通河川、準用河川の流下能
力不足、窪地地形に起因する氾濫水の集中や排水不良など、様々な要因が複合して発生してお
り、外水氾濫と内水氾濫の両面の原因がある。

溢水区間
左岸上流地区



３．江尾江川水災害対策プラン

3.4 気候変動による氾濫リスク

8

出典：気候変動を踏まえた治水計画のあり方提言（国道交通省）

▪気候変動により2℃気温が上昇すると、平均海面水位は0.59m上昇し、降雨量は現状降雨量
の1.1倍となることが予測されている。



３．江尾江川水災害対策プラン

3.4 江尾江川水災害対策プラン

項 目 短期的な取組 長期的な取組

目 標

①床上浸水を解消すること

②道路冠水を軽減すること

③逃げ遅れによる人的被害をなくすこと

④氾濫発生後の社会機能を早期に回復すること

対象区間 浸水被害が頻発している江尾江川周辺

対象期間 概ね10年間 将来

対象外力
令和３年７月の梅雨前線豪雨
（46mm/時間 277mm/24時間）

将来計画の計画降雨量(確率1/50)の1.1倍
（88mm/時間 399mm/24時間）

■水災害対策プランの基本方針■

9

▪浸水被害が頻発している地区を対象とし、行政機関による河川改修を進めることはもとより、
住民一人ひとりを含む、あらゆる関係者が、浸水被害の実態や原因、対策の目標についての認
識を共有し、流域全体で行う持続可能な取り組むべき被害軽減策を示したもの。水災害対策プ
ランの目標は、短期的な取組と長期的な取組に分け、それぞれの目標の達成を目指す。



３．江尾江川水災害対策プラン

3.5 江尾江川水災害対策プラン

■氾濫をできるだけ防ぐための対策■

一級河川
江尾江川

準用河川
普通河川
農業用水
調整地等

緊 急 ・新東名開発時の調整池等２箇所における改修
短 期 ・江尾江川左岸無名河川と江尾江川との接続

※無名河川の水を一級河川江尾江川に排水
・農業用水路・江尾江川右岸無名河川の改良工事
・万騎沢の溢水対策工事（県道三島富士線より上流）

長 期 ・流域内の準用河川・普通河川の改良工事
※１／７確率規模の降雨に対応できる河川

▪一次拡幅イメージ

▪河道改修イメージ

考え方）
・現況河川を官地内で拡幅工事
・市道より上流側と同じ断面で拡幅工事

（赤色破線：現況の河川断面）

考え方）
・短期は1/10確率規模での河川拡幅工事
・長期は上記整備後に、1/50確率規模で

の河床掘削工事
（黄色破線：将来計画の河川断面）

緊 急・一次拡幅工事（沼川〜市道吉原沼津線）
※市道吉原沼津線の権太給橋含む

短 期・河道改修工事（沼川〜県道三島富士線）
※１／１０確率規模の降雨に対応できる河川

長 期・河道改修工事（沼川〜県道三島富士線）
※１／５０確率規模の降雨に対応できる河川

短期
（概ね１０年） 長期緊急（２〜３年）

H.W.L

県

市

位置図

県道・市道
一級河川
準用河川
普通河川
水災害対策（緊急）
水災害対策（短期）

凡 例

権田給橋上流と同等の流下能力を確保

現況断面

現況断面

その他
取組

短期・長期・雨水きょの整備
・逆流を防止するための樋門等の整備
・調整池等の活用や機能向上
・農業用排水ポンプ場の運用の見直し
・公共施設における貯留施設の整備
・住宅等における雨水浸透・貯留施設を設置・助成
・農地や森林の保全や維持

県市
住民

10



３．江尾江川水災害対策プラン

3.5 江尾江川水災害対策プラン

効果：浸水深は最大約30cm減少
市街地の床上浸水面積は18％減少
（ 5.6ha→4.6haに減少）

効果：浸水深は最大約100cm減少
市街地の床上浸水面積は64％減少
（ 5.6ha→2.0haに減少）

R4河川嵩上工事を実施
（江尾江川・万騎沢）

最大浸水深 ：約110cm
市街地の浸水面積 ：25.0ha
うち床上浸水面積：5.6ha

※市街地とは、
市道吉原沼津
線より北側

■氾濫をできるだけ防ぐための対策の実施効果■

効果：浸水深は最大約60cm減少
市街地の床上浸水面積は28％減少
（ 14.0ha→10.1haに減少）

効果：浸水深は最大約60cm減少
市街地の床上浸水面積は35％減少
（ 14.0ha→9.1haに減少）

R4河川嵩上工事を実施
（江尾江川・万騎沢）

最大浸水深 ：約130cm
市街地の浸水面積 ：30.0ha
うち床上浸水面積：14.0ha

①長期（将来）の河川整備効果 ②さらに流域対策を加えた効果現状（R4年までの実施対策を含む）

①緊急（２〜３年）の整備効果 ②短期（概ね１０年）の整備効果現状（R4年までの実施対策を含む）

令
和
３
年
７
月
豪
雨

計
画
降
雨
量
の
1.1
倍

11

※本解析は、江尾江川の河道改修効果
のみを示すものであり、準用河川や普
通河川の改修効果を含めていないため、
更なる効果が見込まれる。

※本解析は、河川対策に加え、流域対
策として、調整池の運用見直し、住宅
の雨水貯留施設設置を考慮している。



３．江尾江川水災害対策プラン

3.5 江尾江川水災害対策プラン

■被害対象を減少させるための対策■
▪今後の流域内における市街化の進展を見据え、防災まちづくりの観点から、浸水リスク

を軽減し、またはこれ以上増加させない対策を講じる。
※本対策の対象とする外力は、必ずしも水災害対策プランの「短期」「長期」で対象とする外力に合致するものではない

ため、本対策の取組は「短期」「長期」に分けず、今後概ね10年間で実施する内容をプランに位置付ける。

立地適正化計画における
防災指針の記載

防災まちづくりの推進を図るため、立地適正化計画の居住誘導区域等
における防災対策・安全確保策を定める「防災指針」を作成する。

住宅の浸水防止のための住宅改良
に係る資金借受けの利子補給

住宅の浸水防止のための住宅改良や災害により被害を受けた住宅の建
設・修繕等に関して、金融機関から資金の借り受けをする者に対し、
利子助成金を交付する。

【立地適正化計画策定の基本的な考え方】（出典：国土交通省 水災害リスクを踏まえた防災まちづくりのガイドライン（概要））
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３．江尾江川水災害対策プラン

3.5 江尾江川水災害対策プラン

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策■
▪地域住民の生命を守り、被災しても地域が機能不全に陥ることのないよう、避難体制の

強化や社会機能の早期回復にかかるソフト施策を実施する。
※本対策の対象とする外力は、必ずしも水災害対策プランの「短期」「長期」で対象とする外力に合致するものではない

ため、本対策の取組は「短期」「長期」に分けず、今後概ね10年間で実施する内容をプランに位置付ける。

水害リスク情報の充実
河川の溢水を対象とする洪水浸水想定区域図（公表済み）や下水道からの溢水を
対象とする雨水出水浸水想定区域図を作成・公表し、水害リスク情報空白域の解
消を目指すとともに、宅地建物取引業団体等へ情報提供し、居住者等に水害リス
クを周知する。

（出典：静岡県HP 江尾江川 洪水浸水想定区域図） （出典：国土交通省HP 内水浸水想定区域図作成のための手順書（案））

【公表済みの江尾江川の洪水浸水想定区域図（想定最大規模）】 【雨水出水浸水想定区域図作成の必要性】
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避難体制の強化と被害
軽減のための対策

▪水害リスク情報を踏まえ、ハザードマップの作成・公表や「わたしの避難計
画」（マイ・タイムライン）の普及を図る。
▪要配慮者利用施設の「避難確保計画」や、災害時避難行動要支援者の避難行
動・避難生活の安全を図るための「個別避難計画」の作成・支援を行う。
▪氾濫や溢水が生じやすい河川における水位観測や、主要幹線における冠水状況
の監視を行い、情報提供を行う。
▪土のうステーションの設置や水防資材を保管するための水防倉庫の設置、住宅
地における緊急排水用ポンプの運用、関係機関と連携した水防訓練の実施等によ
り、地域の防災力向上を図る。

３．江尾江川水災害対策プラン

3.5 江尾江川水災害対策プラン

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策■

【マイ・タイムラインの考え方】（出典：国土交通省HP） 【「わたしの避難計画」の作成事例】（出典：静岡県HP）
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３．江尾江川水災害対策プラン

3.5 江尾江川水災害対策プラン

■水災害対策のロードマップ■
▪「氾濫をできるだけ防ぐための対策」「被害対象を減少させるための対策」「被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策」として実施する取組のうち、短期的（令和5年度から概ね10年
程度）に実施する具体的な取組名や取組内容、実施主体、実施期間を記載。
▪今後更なる流域対策の推進を図るため、「氾濫をできるだけ防ぐための対策」には「新たな
流域対策の掘り起こし」を施策に位置付け、全国的な事例や新たな知見を踏まえ、新たな流域
対策の検討を行う。
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あらゆる関係者による浸水対策

※浸水リスクを軽減するための
取組例

住宅等の貯留施設整備

緊急時のポンプ排水

●床上浸水を解消する ●道路冠水を軽減する
●逃げ遅れによる人的被害をなくす
●氾濫発生後の社会機能を早期に回復

水田における事前排水

あらゆる関係者との対策により、以下の目標を目指す

万騎沢

江尾公園

住宅地盤の嵩上げ

緊急

①氾濫をできるだけ防ぐための対策
江尾江川の改修（県）
普通河川・準用河川の改修（市）
調整池等の運用見直しや機能向上（市）
農業用排水ポンプ場の運用見直し（県 市）
公共施設の適切な維持管理（県 市）
（道路、河川、農水路、貯留施設）
農地・森林の保全・維持（県 市 市民）
（水田における事前取水停止・事前排水）
住宅等の浸透・貯留施設の設置・助成（市 市民 企業）

防災指針の策定[立地適正化計画]（市）
住宅地盤嵩上及びその利子補給（市 市民）

洪水浸水想定区域図等の作成・公表（県 市）
ハザードマップの作成・公表（市）
土のうステーションや水防倉庫の整備（市 市民）
緊急排水用ポンプの運用（市 市民）

③被害の軽減,早期復旧・復興のための対策

主な施策名
短期

長期

②被害対象を減少させるための対策



３．江尾江川水災害対策プラン

3.6 水災害対策プランの今後の進め方

PDCAサイクル

『水災害対策プランの策定』
・流域の現状と浸水被害の分析

・目標の設定

・治水対策メニューの立案

・ロードマップの策定

Plan(計画)

『ロードマップに基づく対策の実施』
・あらゆる主体の施策を組合わせた流域治水

による浸水対策の実施

Do(実行)

『対策の効果検証』
・流域治水対策の進捗状況の確認

・流域治水対策効果の評価

・目標達成度の確認

Check(確認)

『計画の改善』
・目標の見直し

・治水対策メニューの見直し

・ロードマップの策定

・新たな課題への対応

Action(改善)

▪対策効果の早期発現のため、水災害対策プランに位置付けた取組を実施する一方で、引き続
き協議会を開催し、PDCAサイクルによる対策の実施、毎年の進捗管理と中間年次における効
果検証、必要に応じてプランの見直しを行いながら、目標の確実な達成に向けて関係部局が連
携して取り組む。
▪取組期間中に、短期的な取組の対象外力を上回る規模の水害が発生した場合、当該水害を分
析の上、水災害対策プランの対象外力の見直しも含め、プランの検証（PDCA）を行う。

【水災害対策プランのPDCAサイクル図】

16



４．和田川・小潤井川・伝法沢川水災害対策プラン

和田川・小潤井川・伝法沢川水災害対策プラン 目次
１．はじめに
２．流域の概要
３．近年豪雨による浸水被害の分析
４．気候変動による氾濫リスク
５．和田川・小潤井川・伝法沢川水災害対策プラン

5.1 水災害対策プランの基本方針
5.2 氾濫をできるだけ防ぐための対策
5.3 被害対象を減少させるための対策
5.4 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
5.5 水災害対策のロードマップ

６．水災害対策プランの今後の進め方

4.1 水災害対策プランの構成
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４．和田川・小潤井川・伝法沢川水災害対策プラン

4.2 流域の概要
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流 域 昭和51年 昭和62年 平成28年
和田川 56.9％ 66.1％ 93.5％

小潤井川 47.7％ 54.1％ 90.1％
伝法沢川 12.5％ 23.9％ 44.0％

流域図

周辺と比べ地盤高が低い

(m)
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流域界

▪流域の地形は、大別すると山地（伝法沢川流域）
と低平地（和田川・小潤井川流域）に分かれている。
▪和田川右岸地区や小潤井川の市道弥生線周辺は、
周辺に比べて地盤高が低いことや河川の水位が上昇
しやすいことにより、雨水を排水することが困難で、
浸水被害が発生しやすい。
▪伝法沢川は、小潤井川との合流部付近において勾
配が急に緩くなっており、河川の水位上昇による氾
濫が生じやすい。
▪和田川・小潤井川流域の市街化が特に著しい。伝
法沢川流域の市街化率は約4割であるが、今後の開
発が見込まれるため、その対応が重要となっている。



４．和田川・小潤井川・伝法沢川水災害対策プラン

4.3 近年豪雨による浸水被害の分析

和田川 H15.7 H17.7 H23.8 H26.10

浸水
床上 4戸 5戸 0戸 5戸
床下 40戸 76戸 0戸 31戸

雨量
1時間最大 45㎜ 67㎜ 45㎜ 67㎜

24時間最大 143㎜ 160㎜ 172㎜ 318㎜

小潤井川・伝法沢川 H15.1 H15.7 H23.8 H26.10

浸水
床上 2戸 1戸 0戸 0戸
床下 5戸 31戸 0戸 3戸

雨量
1時間最大 48㎜ 62㎜ 44㎜ 67㎜

24時間最大 121㎜ 186㎜ 172㎜ 312㎜

和田川・小潤井川・伝法沢川豪雨災害対策アクションプラン（AP)
【H20.2】策定

水災害対策プランの策定（今回）

和田川

小潤井川

H26.10降雨浸水図

伝法沢川

大富士橋周辺地区
岳南鉄道～大富士橋地区

伝法沢川左岸地区

伝法沢川右岸地区

‣小潤井川や伝法沢川の流下能力不足
‣市道弥生線沿いの地盤が低く排水が困難

‣和田川や周辺の普通河川等の流下能力不足
‣和田川右岸側の地盤が低く排水が困難

H26.10の豪雨により各流域で床上床下浸水が発生

アクションに基づく対策の実施により
H23.８の豪雨時床上床下浸水はゼロ

調整池(伝法沢川・横堀川) ,和田川等の河川改修,流出抑制対策

相次ぐ浸水被害
H１５．１豪雨／H１５．７豪雨／H１７．７豪雨
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▪近年で大きな浸水被害が発生した主な豪雨は
以下のとおり。
▪AP策定前の平成17年7月豪雨では、81戸の
浸水被害が発生したが、同じ時間最大降雨量
（67㎜）を記録した、AP策定後の平成26年10
月豪雨では、39戸と半減以下となった。
▪近年の浸水被害は、概ね同じ場所で繰り返し
発生する傾向であり、特に和田川流域の「大富
士橋周辺地区」や「岳南鉄道〜大富士橋地区」、
小潤井川・伝法沢川流域の「伝法沢川左岸地
区」や「伝法沢川右岸地区」で発生している。



４．和田川・小潤井川・伝法沢川水災害対策プラン

4.4 和田川・小潤井川・伝法沢川水災害対策プラン

項 目 短期的な取組 長期的な取組

目 標

①床上浸水を解消すること

②道路冠水を軽減すること

③逃げ遅れによる人的被害をなくすこと

④氾濫発生後の社会機能を早期に回復すること

対象区間
和田川流域の「大富士橋周辺地区」、「岳南鉄道～大富士橋地区」、
小潤井川・伝法沢川流域の「伝法沢川左岸地区」、「伝法沢川右岸地区」

対象期間 概ね10年間 将来

対象外力
平成26年10月台風18号による豪雨

（67mm/時間 318mm/24時間）
将来計画の計画降雨量(確率1/50)の1.1倍

（65mm/時間 366/24時間）

■水災害対策プランの基本方針■
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▪浸水被害が頻発している地区を対象とし、行政機関による河川改修を進めることはもとより、
住民一人ひとりを含む、あらゆる関係者が、浸水被害の実態や原因、対策の目標についての認
識を共有し、流域全員が協働して流域全体で行う持続可能な取り組むべき治水対策[流域治水]
を示したもの。水災害対策プランの目標は、短期的な取組と長期的な取組に分け、それぞれの
目標の達成を目指す。
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4.4 和田川・小潤井川・伝法沢川水災害対策プラン

■氾濫をできるだけ防ぐための対策■

短期（概ね１０年） 長期
H20.2）豪雨アクションプラン R5.3）水災害対策プラン

ＡＰ：アクションプラン期間（H20〜R4）

一級河川
小潤井川
伝法沢川

▪河道改修のイメージ（小潤井川）

考え方）・短期は1/10確率規模での河川拡幅工事
・長期は上記整備後に、1/50確率規模での河床掘削工事
（赤色破線：現況の河川断面 黄色破線：将来計画の河川断面）

Ａ Ｐ・和田川河道改修工事、伝法沢川等調整池
（官地内の河道拡幅）

短 期 ・小潤井川河道改修工事（県道富士由比線〜国道１３９号）
※１／１０確率規模の降雨に対応できる河川

長 期 ・（和田川・小潤井川・伝法沢川）河道改修工事
※１／５０確率規模の降雨に対応できる河川

県

準用河川
普通河川
調整地等

Ａ Ｐ ・公共施設等の雨水貯留施設の整備
長 期 ・流域内の準用河川や普通河川、

雨水きょの改修工事
※１／７確率規模の降雨に対応できる河川

市

国道・県道
一級河川
準用河川・普通河川
AP対策事業
水災害対策（短期）

凡 例

その他
流域対策

短期・長期・学校等公共施設における貯留施設の整備
・道路事業に伴う調整池の設置
・住宅等における雨水浸透・貯留施設を設置・助成
・農地や森林の保全や維持

県市
住民
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現況断面
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4.4 和田川・小潤井川・伝法沢川水災害対策プラン

効果： 浸水深は最大約5cm減少
浸水面積は2%減少（199.1ha→195.9haに減少）
床上浸水面積は5％減少（ 21.9ha→20.9haに減少）

最大浸水深 ：約150cm
浸水面積 ：199.1ha
うち床上浸水面積：21.9ha

溢水箇所の解消溢水箇所2箇所

※小潤井川の右岸側は、本プランで
は検討の対象外としているため、浸
水域は非表示。

■氾濫をできるだけ防ぐための対策の実施効果■

最大浸水深 ：約160cm
浸水面積 ：302.6ha
うち床上浸水面 ：54.6ha

現状 短期（概ね10年）の整備効果

長期（将来）の整備効果現状

平
成
26
年
10
月
豪
雨

計
画
降
雨
量
の
1.1
倍 効果： 浸水深は最大約140cm減少

浸水面積は90%減少（302.6ha→29.0haに減少）
床上浸水面積は80％減少（ 54.6ha→10.7haに減少）

※小潤井川の右岸側は、本プランで
は検討の対象外としているため、浸
水域は非表示。
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※本解析は、和田川、小潤井川、
伝法沢川の河道改修とあわせ、流
域対策として、平成26年10月豪雨
の浸水域内における住宅の雨水浸
透施設設置を考慮している。


